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NACS-J カタツムリをさがそう�

主催： 日本自然保護協会（NACS-J）�
協賛： （株）サニクリーン�
協力： 黒住耐二�
 （千葉県立中央博物館動物学研究科）�
写真協力： 大垣内宏、伊藤信男�
表紙写真： 沓脱幹夫�
デザイン： InterStudio Inc.

日本の生物多様性の保全のため、50年以上にわたって

活動してきた自然保護NGOです。��

活動は、①自然保護についての政策提言、②自然や自然

保護制度に関する調査・研究、③自然かんさつのボランティ

アリーダー「自然観察指導員」養成などの環境教育、の

３つの柱から成り立っています。��

この活動を支えているのは、皆さんからの会費や寄付。

あなたも会員（サポーター）になってください。会費は年

5000円です。�

日本自然保護協会（NACS-J）とは�

「ＮＡＣＳ-Ｊ自然しらべ2004」にご参加ください。�

一人ひとりが近所の自然をしらべる日本の自然の「定期健康診断」。それが「自然しらべ」です。日本自然保護協会（ＮＡＣＳ-Ｊ／ 

ナックス･ジェイ）は、全国から集まった情報をまとめて発表し、自然保護に活用します。あなたもぜひご参加ください。�

1995年から行ってきたこれまでの自然しらべのテーマと結果は、『みじかなしぜんかんさつ』（2002年、日本自然保護協会発行､�

500円＋送料200円）、またはホームページ（http://www.nacsj.or.jp）でご紹介しています。�

［参加のしかた］�

お友だちや家族をさそって今年のテーマ「カタツムリ」を探してみてください。�

小さいみなさんは、必ず大人の人といっしょにでかけましょう。�

カタツムリをみつけたら、このシートの裏面の調査項目をチェック。�

記入がすんだら、切り取って50円切手を貼ってポストに投函してください。�

締め切りは、2004年8月31日です。�

皆さんからよせられた情報をまとめた結果は、�

来年1月に､ホームページや会報『自然保護』などで発表します。�

夏休みの宿題、総合学習や環境教育、�

ボランティア活動のテーマなどいろいろな機会を利用してぜひご参加ください。�

あなたのカタツムリ情報をお待ちしています。�

でんでんむしむし､カタツムリ。最近見たのはいつでした？�
昔は近所の石垣にたくさんカタツムリがいたのに､最近は見かけなくなった気がしませんか｡�

とくに殻の直径が３センチメートルを超えるような大型のカタツムリが（＊1）｡�

原因としては､庭の手入れが行き届くようになったことや農薬の使用などが考えられています。�

一方で､草原にすんでいたカタツムリ（＊2）や江戸時代に東南アジアから日本にやってきた､�

ちょっと小型のカタツムリ（＊3）が､人家の周辺で見られるようになっています。�

また、もともと九州にすんでいたカタツムリ（＊4）が人の手によって運ばれ、�

最近､関東･関西･四国で見つかっています。�

身近なカタツムリの世界に起きている変化を、あなたの目で探ってみませんか。�

カタツムリは、のんびりのんびりくらしている、スローライフな生き物です。�

雨ふりのような湿ったときが好き。雨上がりに､カタツムリを探しにお散歩してみましょう。�

（＊1ミスジマイマイなど／＊2ウスカワマイマイ／＊3オナジマイマイ／＊4コハクオナジマイマイ）�
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調査期間�

『自然保護』480号付録（2004年7月1日発行）�
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カタツムリをさがそう」係�

●「NACS-J自然しらべ2004」を何でお知りになりましたか�

 ①NACS-Jの会員だから　②観察会に参加して　�

 ③その他�

�

●あなたは何をしていてこのカタツムリを見つけましたか�

�

●お名前（グループ名）�

�

●ご住所      〒�
〒�

�

●お電話�

�

●e-mail


